
 

                                 

１ 

 

  

 

 

  

  

 

                    ー令和４年度開校に向けてー 連載「その２」 
 

緑園義務教育学校は、令和４年（２０２２年）４月開校に向け、緑園東小学校及び隣の中学校建
設予定地に新校舎を建設する工事が進められています。開校まで約１年となってきていますが、本
号では、連載「その２」として、緑園義務教育学校基本計画について、横浜市教育委員会の資料を

もとに、緑園義務教育学校基本計画をお示しし、併せて、整備工事の進捗状況等についてお知らせ
します。 

 

１ 緑園義務教育学校基本計画について 
（資料：「緑園地区義務教育学校（仮称）基本計画 説明資料 平成２９年９月」より引用しています。） 

《教育の基本的な考え方》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＭＩＣＥ、文化芸術                               地域の教育力 など 

など                               

 

 

 

 

 

＜施設概要＞ 
○開校年度：令和４年度 ○設置場所：緑園東小学校及び隣接する学校予定地 

○学校規模：１学年３～４学級程度 ○設置形態：緑園東小学校の改修及び増築により設置 
＜本校の役割＞ 
本校は、市内の小中一貫教育をリードする施設一体型義務教育学校であり、次の特徴があります。 
○教育課程編成の自由度が高い  ○前期・後期一体の組織である 
○前期・後期一体の施設である 
 

◆◆ 緑園義務教育学校特集 ◆◆ 
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これらを支えるために重視する取り組み 

学び方を 9年間一貫させ、

基礎・基本を身に付けると
ともに、主体的に考え、学
び続ける力を育てる。 

児童生徒の 

個性を伸ばす教育 

幅広い選択肢の中から自ら考え、選択
することを通して、自らの個性や生き

方を自身で見つけ伸ばす力を育てる。 

 

児童生徒の 

創造性を発揮させる教育 

文化・芸術に触れたり、新しいものを作り
だしたりする体験を通して、新たな価値を

創造する力や表現力を育てる。 

 

確かな学力 
（知） 

豊かな感性 
（徳） 

健やかな体 
（体） 

人間関係形成力 
（公・開） 

文化・芸術等を体験した
り、自ら表現したりするこ
とを通して豊かな感性を育

てる。 

体力向上の取組や食育等を

9年間一貫させ、健康な体
をつくる力を育てる。 

幅広い異年齢交流や地域交
流等を通して、思いやりや
多様性を認める心、コミュ

ニケーション能力を育てる。 

教育課程編成の 
自由度の高さを生かした 

先進的・特色あるカリキュラム。 

 

一体の組織を生かした 
一人ひとりのよさを伸ばし 
「深い学び」につながる指導 

一体型施設を生かした 
日常的で幅広い異年齢交流 

特に重視する教育と育てたい資質・能力 



 

                                 

写真：鈴木清文氏提供 

新校舎から正門を望む 委員会の様子 

  
 
この特長を最大限活かして、特色ある教育の実践や研究を行い、その成果を全市に向けて発信し、

横浜市の小中一貫教育を更に推進します。 

＜育てたい児童生徒像＞ 
本校では、「横浜市立学校カリキュラム・マネジメント要領 総則（素案）」における、「横浜市

立学校で育てる 未来を担う”横浜の子ども”の姿」を踏まえながら、次の素養を身に着けた児童
生徒を育てます。 
○自分のよさに気付き、伸ばしながら、夢や希望をもって自分の未来を創ることができる児童
生徒 

○多面的、多角的な視点を持ち、他者と連携・協議しながら、新たな価値を創ることができる
児童生徒 

○自己表現やコミュニケーションを通して、異なる価値観や文化を持つ人たちと共に生きるこ
とができる児童生徒 

 
２ 緑園義務教育学校整備工事の進捗状況について 

横浜市教育委員会事務局によれば、工事はその後も順調に進んできているようです。校舎増築
工事及び渡り廊下新設等の第１工区工事は、本年３月に完成し、学校に引き渡されました。３月
２９、３０、３１日の３日間で、東小学校から新校舎への引っ越し作業が終了し、新年度を迎え
ています。西門近くの仮の狭い出入口を使用してきましたが、 
正門が完成し、２６日の下校時より使用が始まりました。新し 
い正門は従来の倍の広さになりました。 
 ４月７日（水）には、現体育館を使用して入学式が挙行さ 
れ、新１年～６年生全員が新校舎での授業を受け始めました。 
 グラウンドについては、本グラウンドは工事中ですが、サ  

ブグラウンドは３月に完成し、学校に引き渡され、屋外での 
体育授業などに使用されています。 
 一方、第２工区工事（アリーナ、武道場、地域交流室等の新設や東小学校の現校舎の改装工事
等）が本年２月から始められています。 
＜これからの予定について＞ 
 来年の３月までに、アリーナ棟などの建設工事、旧校舎の改装、給食室の改造、メイングラウ
ンドの整備が終わる予定です。 

 来年３月末に再度引っ越しして、４月以降は１～５年生は旧校舎、６～９年生は新校舎での授
業が始まります。 
 

３ 緑園義務教育学校開校準備委員会について 
 去る３月２４日（水）、緑園東小学校にて、第３回緑園義務教育学校開校準備委員会が開催さ
れました。主な次第は次の通りです。 
（１）新校舎見学 
（２）開校準備の進捗状況について 

  ア 標準服等について 
  イ 校章デザインについて 
  ウ 施設レイアウトの検討について 
  エ 緑園義務教育学校の通称について 
  オ 教育課程の編成について 
  カ 部活動について 

（３）その他 
 新校舎見学では、広い校門、きれいなエントランス、大きな教職員室、理科室をはじめとする
充実した各室、思いのほか広いグラウンドなどが印象に残りました。また、北側の窓から眺めら
れる景色は、季節柄山桜が咲き誇り、緑の自然環境に恵まれた立地にあることも印象に残りまし
た。 
 開校準備の進捗状況については、連合自治会より流される情報等をご覧願います。 
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会場の様子 立田校長 副島校長 松本氏、（司会）鈴木 

２ 

 
 

 

 
            緑園地区活性化委員会 小学生総合学習支援部会 
                             部会長 鈴木照明 
 
１月３０日（土）、緑園地区活性化委員会定例会が地域交流センターにて開催され、今年度緑

園西小学校・緑園東小学校２年生児童が取り組んできた「だいこんの栽培授業」について、緑園
西小学校校長立田順一氏、緑園東小学校校長副島江理子氏より発表いただきました。 
 西小学校からは、学習の内容や、地域の協力者へのメッセージなどを動画を用いて紹介されま
した。また、東小学校からは、学習や収穫されただいこんを給食に提供までの一連の経過につい
て紹介されました。発表会には、今回も、県立横浜緑園高等学校副校長原眞人氏、コーデネータ
ー山路清貴氏、泉区役所区政推進課職員渡部祐太氏、相鉄ホールディングス(株)経営戦略室課長

遠藤幸雄氏、新橋地域ケアプラザ所長相澤美樹氏にご出席いただいています。 
 

 

  

 

 

   

 

 協力者を代表して出席いただいた松本紀靖氏（二丁目）からは、もともと西小で２００３年か
ら続いているこの取組や、今年度、東小も参加しての共同授業に至った経緯などについて紹介さ
れました。 

 活性化委員会としては、当日発表された内容中心に収録されたＤＶＤを、授業に参加された全
児童の皆さんに配布させていただきました。 
 
 

     
                           緑園会館運営委員会 

                           委員長   杉山昌樹 

クラブハウスと自治会館の整備が一段落しました。 
どちらも竣工以来 25 年以上が経過し、汚損や破損が目立つようになったため、2017年のクラ

ブハウス外壁・屋根改修工事を皮切りに内装リフォーム工事、自治会館の外壁・屋根改修工事およ

び内装リフォーム工事をそれぞれ 1年にひとつずつ、4年かけて取り組みました。 
クラブハウスは雨漏りに悩まされてきましたが、屋根からの雨水浸入は影をひそめ、大きな窓か

らの雨水流入も根絶までもう一息です。 
また、傷だらけの床に暗い照明、換気不十分だった多目的ホールは、入口扉の交換の効果もあっ

て、すっかり明るい雰囲気に生まれ変わりました。 
  自治会館は２階に二間続きの和室があり、以前から「使いにくい」と苦情が寄せられていました
が、今回のリフォームで床を板張りにし、机と椅子で利用できるようになりました。 
整備に要した費用は、連合と RCA が共同で拠出している会館修繕積立金に加えて横浜市の補助

金を活用しました。 
補助金の申請作業は複雑でしたが、泉区役所地域振興課に適切なサポートをいただいたおかげで

遺漏なく作業を進めることができました。 

また、この度のリフォーム工事では日頃会館を利用されている自治会および会員の方々からは、
備品や消耗品のご寄付をいただきました。この場を借りて御礼申し上げます。 
次の整備工事の目安はおよそ 15年後です。 
会館はみんなの財産です。利用した後の清掃はもちろん、定期的な清掃作業を徹底するなど大切

に使い、快適な利用環境をできる限り維持していきましょう。 
  

◆◆ 「緑園小学生によるだいこんの栽培」 発表会報告 ◆◆ 
 

◆◆クラブハウス及び自治会館の修繕について現況報告◆◆ 
 

 



 

                                 

クラブハウス 自治会館 

  
  
整備工事後のクラブハウスと自治会館外観 

 （屋根はモスグリーン、外壁は若草色、 
玄関扉は赤で統一） 

 
 

 

  緑園地区活性化委員会タスカル部会の令和２年度における活動は、新型コロナウイルス禍の影   

響を受けましたが、泉区福祉保健センター福祉保健課長 斎藤昌代氏にご講演や座談会へのご出

席をいただき、コロナ禍における生活や地域活動の進め方などについて、有益なお話をいただく

ことができました。以下、令和２年度「タスカル」活動を振り返り、ご報告させていただきます。 

＜年間計画実施状況の概要＞ 

  開催（予定）日           第 １ 部 第２部：交流懇親会 

１回 5月 10日 タスカル報告会中止、現会員には書面にて報告。    中 止 

２回 

  

  

8月 22日 

 

 

講演会：「新型コロナウイルス感染症のおはなし」 

        「コロナに負けるな」から「コロナと一緒」へ 

講師：福祉保健センター福祉保健課長 斎藤昌代氏 

   中 止 

  

  

３回 

  

   

11月 15日 

  

   

座談会：タスカル推進委員出席。斎藤課長を囲んで、座

談会形式で、質疑応答を行った。 

同席：泉区役所福祉保健センター担当部長 竹田良雄氏 

区政推進課地域力推進担当課長 粟竹史明氏 

   中 止 

  

   

４回 

  

2月 14日 

  

講演会：「緑園街マルシェオンラインの実施」 

講演者 澤野敦司氏（(株)カルサイト）     中止 

   中 止 

  

    

 
３月２７日（土）に開催されました緑園連合自治会会長会にて、今年度の行事予定について審議

し、新型コロナウイルス感染防止対策のための開催の是非を含め、下表の通り決定致しました。 

※１：９月１８日（土）に記念品贈呈のみ実施。    ※２：概ね３～４か月前に開催の可否を決定。 

 
今年度も感染症対策や様々な工夫をしながら、活動を盛り上げていきましょ

う。令和４年開校予定の緑園義務教育学校の準備も着実に進んでいます。皆様
のご支援・ご協力をよろしくお願いします。 

  行 事 名  月 日   主 催   場  所  備考 

連合自治会総会 5月 15日(土) 連合自治会 地域交流センター 書面議決 

①緑園夏祭り大会 8月 7日(土) 連合自治会 西小又は東小校庭 中 止 

②緑園敬老祝賀会 9月 20日(祝・月) 連合自治会／社協 地域交流センター ※１ 

③緑園連合運動会 10月 3日(日) 連合自治会 西小又は東小校庭   
  
※２ 
  
  
  

④福祉ふれあい祭り 10月 24日(日) 社協／連合自治会 西小校庭・体育館 

⑤緑園地区一斉清掃 12月 12日(日) 連合自治会/ＲＣＡ 緑園全域 

⑥年末特別パトロール 12月 14日(火) 連合自治会 緑園全域 

⑦新年祝賀会 1月 8日(土) 連合自治会 地域交流センター 

⑧新春マラソン大会 2月 5日(土) 連合自治会/ＲＣＡ 東小・同周辺 

――― 緑園活性化最前線 ――― 
 

◆◆ 「コロナに負けるな」から「コロナと一緒」へ 
 「タスカル」令和 2年度活動報告◆◆ 

 

◆◆令和３年度 緑園連合自治会行事予定について◆◆ 
 

編 集 後 記 

【編集委員】貝沼貞夫、長谷川幹夫、田谷善宏、飯塚智明、鈴木英範、森田伸一 
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